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本書は、ＮＥＤＯ技術委員・技術委員会等規程第３２条に基づき研究評価委員会において

設置された「水素利用等先導研究開発事業」（中間評価）の研究評価委員会分科会（平成２

９年１１月１３日）において策定した評価報告書（案）の概要であり、ＮＥＤＯ技術委員・

技術委員会等規程第３３条の規定に基づき、第５５回研究評価委員会（平成３０年３月１６

日）にて、その評価結果について報告するものである。 
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「水素利用等先導研究開発事業」（中間評価） 

評価概要（案） 

 

１．総合評価 

 本プロジェクトは、日本における水素、エネルギーキャリアに関する研究開発の先駆けで

あり、世界的に見ても重要なプロジェクトである。研究計画は概ね合理的に設定されており、

適宜テーマ間の協力体制も図りながらマネジメントされてきた。多くのテーマで目標を達成

しており、中にはアルカリ水電解や水蒸気電解、液体水素貯蔵、膜分離技術など国際競争力

のある技術も育っている。実用化に向けては、既存のシステムへの組み込みや他機関とのネ

ットワークの構築をすでに進めるなどの取組がなされているテーマも見られる。 

 本プロジェクトを取り巻く環境は、事業開始時と比べると激変してきている。本分野は、

特に欧州において活発に研究開発が進みつつあり、国際競争が激化することが予想される。

重要な課題なので引き続き継続することが必要であるが、今後は、外部環境の変化を敏感に

捉え、テーマの入れ替えや方針の見直しなどを柔軟に行い、有望な技術に関しては今後とも

十分なサポートを期待する。また、他国との連携や情報収集などもより緊密に進められたい。 

 

２．各論 

２．１ 事業の位置付け・必要性について 

 本プロジェクトは、日本における水素社会の礎となる画期的な研究開発事業である。研究

開発テーマは、現在、国際社会でも追及されている課題または日本独自のものであり、水素

社会実現に向けて重要である。また、長期的視点に立った水素利用（水素製造・輸送・貯蔵・

利用）に関する先導的研究開発には大きな意義と価値があることから、本事業実施の妥当性

は十分にある。また、経済性、安全性、技術の難易度等に鑑みると、本事業を民間活動のみ

によって推進することは難しく、NEDO 事業として行うことは妥当である。それでもなお

実用化までの道のりは遠いため、こうした技術開発活動を継続するための適切な事業が必要

である。 

 

２．２ 研究開発マネジメントについて 

 研究開発目標は、各国の政策・技術動向も踏まえ、多くのテーマで明確な目標が定量的に

設定されている。また、既存の仕組みとは異なる革新的な課題においても社会適合性を見込

める目標が段階的に設定されており、効率良く研究開発が実施されている。実施体制につい

ては、一社で出来るテーマまたは、複数関係者で技術協力をしなければならないテーマがあ

り、必要に応じてテーマ間の協力体制も図りながらマネジメントされてきた。また、イノベ

ーティブな成果の担い手となるベンチャー企業が参画し、果敢にチャレンジしてきたことは

高く評価したい。 

 一方、本分野における世界的な情勢変化は著しく、そのような状況下において、競争力が
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確保できるよう、目標を常に新鮮に保つ努力が求められる。 

 今後は、世界の変化する状況を早期にかつ的確に捉え、開発ステージに応じた、より柔軟

なマネジメントを遂行していくことが望まれる。 

 

２．３ 研究開発成果について 

 多くのテーマについて目標が達成されており、プロジェクト全般として中間目標を達成し

ているといえる。なかでも、アルカリ水電解、液体水素貯蔵は国際的にも高い成果が見られ、

同種競合技術と比較しても優位性が認められる。最終目標についても多くは達成可能と考え

られる。また、学術論文や雑誌・図書への発表、学会等における研究発表・講演など成果の

普及も順調に進んでいる。 

 一方、特許出願数が少ないと感じられるテーマも見受けられるので、知財の確保をより積

極的に進めてほしい。 

 今後は、実用化に向けた技術課題の抽出と解決が図られるとともに、国際的な競争力や経

済性の確保に一層取り組むことが望まれる。 

 

２．４ 成果の実用化に向けた取組及び見通しについて 

 プロジェクト当初から、将来の実用化を意識した経済的な性能目標やビジネスシナリオな

どが設定されており、概ね適切な実用化戦略が描かれている。また、既存のシステムへの組

み込みや他機関とのネットワークの構築を進めるなど具体的な取組が実施され、実用化の見

通しが高いと言えるテーマもある。 

 一方、研究開発レベルがまだ基礎段階であるものについては、非現実的な実用化の時期や

規模、価格想定を行っている場合もあることから、研究段階に応じた実用化シナリオを描く

ことが望ましい。 

 水素のエネルギー利用は、社会基盤として水素の製造・輸送・貯蔵・利用が一貫して初め

て成立するものであり、単独デバイス・システムを開発する一社のみでは実用化を見通すこ

とに限界があると思われるため、今後は、研究開発全体を俯瞰的に把握し、政策動向にも十

分注意を払いながら、実際の社会に生かされる技術へと成熟させることを目指してほしい。 
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評点結果〔プロジェクト全体〕 

評価項目 平均値 素点（注） 

１．事業の位置付け・必要性について 3.0  A A A A A A A 

２．研究開発マネジメントについて 2.1  B A B B B C A 

３．研究開発成果について 2.3  B A B B A B B 

４．成果の実用化に向けた取組及び見通しについて 1.9  C B C B A B B 

（注）素点：各委員の評価。平均値は A=3、B=2、C=1、D=0として事務局が 

数値に換算し算出。 

〈判定基準〉 

１．事業の位置付け・必要性について ３．研究開発成果について 

・非常に重要          →A 

・重要             →B 

・概ね妥当           →C 

・妥当性がない、又は失われた  →D 

・非常によい         →A 

・よい            →B 

・概ね妥当          →C 

・妥当とはいえない      →D 

 

２．研究開発マネジメントについて 

 

４．成果の実用化に向けた取組及び見

通しについて 

・非常によい          →A 

・よい             →B 

・概ね適切           →C 

・適切とはいえない       →D 

・明確            →A 

・妥当            →B 

・概ね妥当          →C 

・見通しが不明        →D 

 

1.9 

2.3 

2.1 

3.0 

0.0 1.0 2.0 3.0

４．成果の実用化に向けた取組及び見

通し

３．研究開発成果

２．研究開発マネジメント

１．事業の位置付け・必要性

平均値 
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